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月日が経つのは早いもので、教壇に立つようになって既に30年以上が経過している。
数学とコンピュータを使って、世の中の様々な問題を解決することで社会貢献することを夢見て
この世界に入ったものの、果たして何ができたのであろうと思うことの方が多い。しかし、日本を
取り巻く環境が劇的に移り変わるのを目の当たりにすることはできた。
ゆとり教育の開始、阪神タイガ スーの21年振りの優勝、極度の円高による不況と公定歩合の大
幅引き下げに伴うバブル景気、そしてその崩壊。追い打ちをかけるように阪神淡路大震災、デフレ
スパイラル。漸く景気が回復しつつあると思った矢先にサブプライムローン問題に端を発するリー
マンショック、ダメを押すかのように東日本大震災、そしてこの原稿を書いているつい2、3日前の
熊本での大地震、枚挙にいとまがない。
研究環境も例外ではない。大型コンピュータを使って計算していたのが、8ビットのパソコンが
手に入ったことで、簡単な計算であればいちいちコンピュータルームまで出向かなくても良くなっ
た。その後すぐに16ビットマシン、日本語ワープロなどが登場し、原稿を手書きする必要もなく
なった（ただし、パソコンできれいな数式が書けるようになるまでにはもう少し時間がかかった
が）。2次記憶装置もフロッピーディスクから、ハ ドーディスクになり、高速かつ大容量になった（と
言っても、最初に購入したハ ドーディスクは、僅か20MBの記憶容量であり、価格も15万円くらい
した）。そうこうするうちに、バケツリレー式のインターネットが使えるようになり、紙媒体の手紙
ではなく、電子的なメールで交信するようになった。これにより、海外との交信に時間的、空間的
制約を受けなくなった。
発売当初98,000円もしたが、Lotus1-2-3を使えば、通常の数値計算はプログラムを書かなくて
も良くなり、おまけに結果のグラフまで自動的に作成してくれるようになった。それまでは、自分で
計算プログラムを組み、何度もデバッグを繰り返し、やっとの思いで得られた計算結果の数値を目
で見て、それをグラフ用紙にプロットし、Rotringの製図ペンを使って慎重かつ丁寧に製図を行う
ことで、論文に用いるグラフがやっと一枚完成していた。今から思えば、この直前の長い拙い一文
（126文字）を読むのと同じくらい煩わしい作業である。1992年、Mosaicが登場したことで、イン
ターネットも画像、音声が扱えるようになり、ネットを通した交信は飛躍的に発展し、おまけにネッ
トビジネスもあちこちに現れた。言うまでもなく、今ではスマホやタブレットで同じことができる。
私自身の研究も、上のような環境の変化に伴い、生産コストを下げるための生産システムの追
求、情報通信ネットワークの信頼性、保全性、制御などを経て、小売業を中心としたマーケティン
グや応用ミクロ経済学へと（所属先とともに）移り変わってきた。
変わらなかったのは、常に新しい学生と接し、彼らと色々な話をしてきたことである（話す内容
は様々に変化したであろうが）。時には記憶が飛んでしまうくらいまで飲んだり、朝までカラオケ
ボックスで騒いだこともある。よく体力が続いたものだと我ながら（当時の教え子たちも今になっ
て）感心していると同時に、元気な学生を社会に送り出すことができたと思っている。私に残され
た時間を、本学総合政策学部の学生たちやスタッフと、たとえ答えが見つからなくても、我々が抱え
ている難問にどのように取り組んでいけば良いのかについて考えることに費やすことができれば、
これ以上の幸せはない。
104
「着任のご挨拶」
